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道徳上の観点から見て取れる窓意性をいかにして取り扱うか  
…「正義の原理」のかたちづくられる理路を再考する…  




［垂直］   
等 閑おうとすること  
「自然的自由」→「リベラルなる平等」→「自然本性的嚢蘭劇」→「民主主義的なる平等」  
「機会の平等」と偶有性  
《道徳上の観点から見て耽れる懇意性への感応⇒「結果の平等」》 とする解釈の基盤  
「格差原理」に黎まれる＜誘因＞要素  























〔機会の平等／尊重の平等，能力による差別／能力によらぬ人間存在の平等性〕   
平等論的正義のあり方をめぐる議論が再興される経緯を捉えるに際して，注目にあたいする  
＊人間関係学科 教授  
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いた内容に，言及しておこう。   
一方には，高い能力を達成することに過度の強調点を置こうとする考え方の傾向があり，そ  
の考え方のもとでは有能な者が相対的に成功した生を享受し，したがってまた（所定の評価基  






































〔ロールズ『正義論』における平等観念〕   
ジョン・ロールズによる『iE義論』には，上述の問題意識に呼応する論脱が見出される。そ  
の諭脈をここでは手短に取り挙げておこう。   
第二車「正義の諸原理」箪12節でロールズは，正義の第二原理についての四つの意味解釈  
がm 「自然本性的自由の体系」イリベラルなる平等」・「自然本性的貴族制」イ民主主義的な  
る平等」という解釈が－論理的に可能であることに触れた上で，「民主主義的なる平等」と  
いう解釈を採潤するのだと述べている［T．J∴65－75］。   
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ニ「機会の平等」と偶有性   













の能力に応ずる教育をあたえる」との文章にまとめられるのである。……… 生活の土台的  











は見られない。   
次に機会“均等”…公正00平等という概念の規定と相互関連を考察する課題に取り親んだ，  
堀尾輝久による立論を取り挙げ，その中での教育の機会“均等”原則への意味規定のしかたに，  
視軸を移すことにする。   
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遺徳上の観点から見て取れる懇意性をいかにして取り扱うか  
めに，社会的な不利を被ってきた階層のこどもたちに向けてよりいっそうきめ細かで手厚い教  






























という事柄が具備されねばならない⑳㌔ これらをともに満たそうとするには，「機会の平等」  
という原則を取り入れる必要がある。つまり，有限性を帯びた価値ある資源に対する利用機会  
をすべてのひとに開放するとともに，資源を利用して産出する成果を最大限に向上させる，と  
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実質上の社会的不平等処遇という要素を濃厚にもつことになる方法で新たに定義された教育機  
会の平等原則を作用させることを通して…，社会にとって効用実現の最良化が得られる，と  


















という概念は普遍性をもった概念である。……… 我々はある点では，平等なる者として扱われ  
ることを欲求しそしてそのように扱われるにあたいする。がしかし我々はまた，最良なる事物  






















できる限りでの機会の提供をw そのような意味合いでの実質上の平等化が施計れた機会提供  
を…行なおう，とする論理である。このとき留意されるべきなのは，この論理の中には，社  
会的属性の相違および自然的生得的能力の相違に相関させつつ，生活条件の恵まれ度合におけ  
る有利さ／不利さの出来を制御し補正すべきだ，とする規範的志向が作用していることである。   







リーによる論文［Barry，Brian1988〕を取り挙げ，その論点を示 しつつ，若干の論評を試みる  

















等」ということになるだろう。これがバリーによる見解だ。［Barry，Brian1988：23－33］   
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き続き当てはまりそうに思われる。そうだとすると，人生の出発点での見通しにおけるこ   
の種の不平等は，何によって正当化されうるのだろうか。格差原理によれば，予期（見通  
し）における格差が暮らし向きのより劣悪な集団を代表する人物（この場合だと，未熟練   
労働者を代表する者）の利益に資する場合に限って，人生の出発点における見通しの不平  









やイノヴェーション（技術や経営の革新）の進行速度の上昇などが招来される。←≪引欄   
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まれない人々が得る以上の報酬を求めるのか。 ……才 能に恵まれた人々は，彼らが得る  
余剰が教も悪い境遇にある人々の状態を向上させるのに必要かどうかを問われることがあ  
るが，それは格差原理によれば，格差原理を正当化できるただ一つの方法なのである。そ  
れは端的に言って必要なのだろうか。  ＝…… ／才能に恵まれ，かつ格差原理を肯定する  
人は，これらの問いが厄介であることに気づくだろう。というのも，彼らは格差原理によ  

















れるという。というのも，この不平等は最も悪い境遇にある人々の利益になるからである。   
［G．A，コーエン（渡辺雅男・佐山圭司訳）2000→2006：226，Cohen，G．A．2000：124］  
要するに，協働の成果がどれだけ増大し向上するかに対してより大きな貢献力を発揮するで  






といまや見て取ることができるだろう。   
五 貢献力の大きい才能への処遇と道徳上の悪意性の支配  
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